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№ sma0061  

（2023.4.13） 

サントリー美術館

「虫めづる日本の人々」開催 

会期：２０２３年７月２２日（土）～９月１８日（月・祝） 

重要文化財 菜蟲譜（部分） 伊藤若冲 一巻  

寛政２年（１７９０）頃 佐野市立吉澤記念美術館 【展示期間：８／９～９／１８】 

サントリー美術館（東京・六本木／館長：鳥井信吾）は、２０２３年７月２２日（土）

から９月１８日（月・祝）まで「虫めづる日本の人々」を開催いたします。 

日本美術の特色のひとつとして、草木花鳥が古来大事にされてきたことが挙げられ

ます。そして、それらと比較すると小さな存在ではあるものの、虫もまた重要な

モチーフでした。現代において昆虫と分類されるものだけでなく、例えば、蜘蛛、

蛙、蛇などの、うごめく小さな生き物たちも虫として親しまれ、物語や和歌、様々な

美術作品に登場します。特に蛍や、鈴虫などの鳴く虫は愛好され、深く物語と結び

ついていた様子が源氏絵や伊勢絵などから伝わってきます。また、草花や虫を描き

吉祥を表す草
そう

虫
ちゅう

図
ず

が中国からもたらされ、中世から長く日本で珍重され、多くの

絵師たちにも影響を与えました。 

江戸時代に入ってからは、本
ほん

草
ぞう

学
がく

の進展や、古画学習、俳諧などの文芸の影響を

受けて、草虫図という範疇には収まらない多彩な虫の絵が生み出されます。そして、

江戸時代中期以降には、虫
むし

聴
きき

や 蛍
ほたる

狩
がり

が娯楽として市井の人々に広まり、やがて江戸

の年中行事となりました。この文化は近代、現代においても受け継がれています。 
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日本の虫めづる文化は、長きにわたって育まれてきましたが、大衆化が進んだ

江戸時代をピークのひとつとすることは出来るでしょう。 

そこで、本展では特に江戸時代に焦点をあて、中世や近現代の「虫めづる日本

の人々」の様相に触れつつ、虫と人との親密な関係を改めて見つめ直します。 

 

 

《 展示構成 》※展覧会会場では、章と作品の順番が前後する場合があります。 

 

第一章：虫めづる国にようこそ 

                                          

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 
                                       

古くから日本の物語や和歌には多くの虫たちが登場してきました。主人公を助ける

名脇役となり、時には自ら和歌を詠んでその優劣を競い、またある時は人間さながら

の恋愛劇を演じるなど、虫たちは多彩な活躍を見せます。 

特に、現代でも多くの人々が知る『源氏物語』『伊勢物語』において、鈴虫、松虫

などの鳴く虫や蛍は、登場人物の心情を表すといった重要な役割を果たしています。

また、嵯峨野周辺を散策して鳴く虫を捕まえ、宮中に献上する虫
むし

撰
えらみ

も行われるように

なりました。宮廷を中心に鳴く虫や蛍を愛でる文化は発展し、虫聴と蛍狩が日本の

歳時記となる礎が築かれました。本章では、物語に登場する虫たちにスポットライト

を当て、文芸と深く結びついた日本の虫たちの姿をご覧いただきます。 

 

【主な出品作品】 

・きりぎりす絵巻 住
すみ

吉
よし

如
じょ

慶
けい

 二巻 江戸時代  １７世紀 細見美術館 

・野々宮蒔絵硯箱      一合 江戸時代  １７世紀 サントリー美術館 

・天
あめ

稚
わか

彦
ひこ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

      二巻のうち下  

江戸時代  １７世紀 サントリー美術館 

・源氏物語画帖  住吉如慶 画／園
その

基
もと

福
よし

 詞書  

一帖 江戸時代  １７世紀 サントリー美術館 

野々宮蒔絵硯箱 

一合 江戸時代 １７世紀 

サントリー美術館 【全期間展示】 

きりぎりす絵巻（部分） 住吉如慶  

二巻のうち 江戸時代 １７世紀 

細見美術館 【全期間展示】 
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第二章：生活の道具を彩る虫たち 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

酒器、染織品、簪などの身近な道具には、蝶、蜻蛉
と ん ぼ

、鈴虫、蜘蛛など様々な虫

たちがあしらわれてきました。人々は虫たちの優れた造形に美を見出し、または

季節の移り変わりを感じることの出来るモチーフとして好んで用いたようです。

時には、２匹の蝶が仲睦まじく飛ぶ様子が夫婦円満を意味する文様となるなど、

虫の行動と当時の人々の願いが結びつくこともありました。とりわけ蝶は古くから

縁起の良い生き物としても知られ、更に散らし模様として意匠化を行いやすいという

面もあったため、文様として特に幅広い発展を遂げました。本章では江戸時代を

中心に、生活に用いる道具を彩った虫たちの姿をご紹介します。 

 

【主な出品作品】 

・鈴虫蒔絵銚子        一口 江戸時代 １７世紀 サントリー美術館 

・白綸子地梅に熨斗蝶模様打掛 一領 江戸時代 １９世紀 サントリー美術館 

・蝶蒔絵香合         一合 鎌倉時代 １３～１４世紀 サントリー美術館 

・能装束 間
かん

道
とう

縞
しま

に 桜
さくら

蜘
く

蛛
もの

巣
す

模
も

様
よう

縫
ぬい

箔
はく

  

一領 江戸時代 １９世紀 サントリー美術館 

 

鈴虫蒔絵銚子 

一口 江戸時代 １７世紀  

サントリー美術館 【全期間展示】 

白綸子地梅に熨斗蝶模様打掛 

一領 江戸時代 １９世紀 

サントリー美術館 【展示期間：８／２３～９／１８】 
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第三章：草と虫の楽園―草虫図の受容について― 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 
 

                                   

草虫図は中国で成立した画題です。画中には多種多様な草花と虫が描かれており、

それぞれが立身出世、子孫繁栄などの吉祥を表しています。また、『論語』の中に

孔子が弟子・陽貨に詩を学ぶ意義について説いた一節があり、そこでは「詩を学ぶ

ことで鳥、獣、草木の名前を多く知ることが出来る」とされています（『論語』陽貨・

第１７）。それが多くの生き物を知り、自らの知識を増やすことを奨励する思想に

つながり、草虫図が愛好される理由のひとつとなりました。 

中国最初の本格的な画史書である『歴代名画記』によれば、中国の六朝時代  

（３～６世紀）には虫が絵の主題として取り上げられ、唐時代（７～１０世紀）

には草虫を描く者があらわれたようです。北宋時代末頃には草虫図が画題として

確立し、南宋時代（１２～１３世紀頃）は毘
び

陵
りょう

（現：江蘇省常州市）でより盛んに

描かれるようになり、草虫図はこの地域の名産品となりました。以降、清時代に

至るまで描き継がれており、草虫図という画題が非常に人気を集めた様子が  

うかがわれます。 

また、中国で制作された草虫図は海を渡って、日本へと伝来し、将軍や大名など

時の権力者たちに愛蔵されました。そして、日本の絵師たちも草虫図を学び、影響を

受けました。草虫図が中国で画題として確立し、日本で愛好された様子をご紹介

します。   

重要文化財 草虫図  

双幅 元時代 １４世紀  

東京国立博物館 Image: TNM Image Archives 

【展示期間：８／２３～９／１８】 

重要文化財 竹虫図 伝 趙昌  

一幅 南宋時代 １３世紀 

 東京国立博物館 Image: TNM Image Archives 

【展示期間：７／２２～８／２１】 
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【主な出品作品】 

・重要文化財 竹虫図  伝 趙
ちょう

昌
しょう

 一幅 南宋時代 １３世紀 東京国立博物館 

・重要文化財 草虫図        双幅 元時代  １４世紀 東京国立博物館 

・葡萄垂架図      伝 任
にん

仁
じん

発
はつ

 一幅 元時代  １４世紀 東京国立博物館 

・重要文化財 瓜虫図  呂
りょ

敬
けい

甫
ほ

   一幅 明時代  １５世紀 根津美術館 

・瓜茄子に虫図     雪洞
せつどう

    一幅 室町時代 １６世紀  

公益財団法人正木美術館 

・蟹図         性安
せいあん

    一幅 室町時代 １６世紀 栃木県立博物館 

 

第四章：虫と暮らす江戸の人々 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
      

虫の音を愛する文化は、宮廷を中心に育まれていました。そして、江戸時代中頃に

入ると野山へと出かけ虫の音に耳を澄ませる虫聴、夕暮れ時に蛍を追う蛍狩は、

市井の人々に親しまれる風雅な娯楽となりました。江戸の道
どう

灌
かん

山
やま

や根岸が虫聴や

蛍狩の名所として知られ、老若男女がこぞって出かけ、思い思いに楽しんでいる

様子が当時の浮世絵や版本に表されています。また、市中には籠に蛍や鳴く虫を

入れて売り歩く虫売りがあらわれ、夏の風物詩となりました。当時は、お盆の頃に

捕らえた生き物を放し供養する放
ほう

生
じょう

会
え

のために購入されることもあったようです。

虫を入れる籠には趣向が凝らされており、虫の音を楽しみ愛玩していた様子を感じる

ことができます。 

本章では、蛍狩、虫聴が娯楽として広まり、やがて江戸の年中行事として息づいて

いく様子をご紹介します。  

夏姿美人図 喜多川歌麿 

一幅 寛政６～７年（１７９４～９５）頃 

 遠山記念館 【展示期間：７／２２～８／２１】 
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【主な出品作品】 

・夏姿美人図 喜多川歌麿 一幅  

寛政６～７年（１７９４～９５）頃  遠山記念館 

・夜商内六夏撰
よ あ き な い ろ く か せ ん

 虫
むし

売
うり

 三代歌川豊国 大判錦絵  

弘化４～嘉永５年（１８４７～５２） 東京都江戸東京博物館 

・蛍狩美人図 鳥文斎栄之
ちょうぶんさいえいし

 一幅 江戸時代 １８世紀後半  福田美術館 

 

第五章：展開する江戸時代の草虫図―見つめる、知る、喜び― 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 
 
                                   

江戸時代は本草学や、書物に登場する動植物の名前を同定する名物学が進展し、

西洋の科学技術が流入した時代です。季節のうつろいを感じさせ、古くから詩や

歌のモチーフとなった虫も研究対象となりました。特に１８世紀以降には、飛躍的な

進歩がみられます。第八代将軍徳川吉宗が洋書の輸入制限を緩和し、全国的な動植物

の調査を行いました。この政策の影響もあり、大名、旗本が中心となり、優れた

博物図譜が制作されました。虫の特徴を的確に捉えた精緻な図譜からは、当時の

制作者と鑑賞者が感じたであろう新たな知識を体得する喜びが感じられます。また、

『論語』に由来する「多くの生き物を知ることを奨励する」思想は受け継がれ、

より多くの虫たちが画中に登場するようになりました。そしてこの学問の進展は

狂歌や俳諧などの文芸と結びつき、喜多川歌麿『画
え

本
ほん

虫
むし

撰
えらみ

』のように優れた狂歌

絵本を生み出しました。 

一方で、中国から伝来した草虫図も尊重され、研究が続けられました。西洋の

技術の流入、本草学などの学問の発展、古画学習、文芸などが影響しあい、草虫図

という枠組みを越えた多彩な虫の絵が江戸時代に制作されました。伊藤若冲、酒井

抱一、喜多川歌麿、葛飾北斎などこの時代を代表する絵師たちが虫をモチーフとして

取り上げ、活況を呈した江戸時代の草虫図をご覧ください。

虫豸帖（部分） 増山雪斎  

四帖のうち「夏」 江戸時代 １９世紀  

東京国立博物館 Image: TNM Image Archives 

【全期間展示】 

画本虫撰（部分） 喜多川歌麿  

二冊のうち下 天明８年（１７８８）  

千葉市美術館 

【全期間展示】 
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【主な出品作品】 

・重要文化財 菜蟲譜 伊藤若冲 一巻  

寛政２年（１７９０）頃 佐野市立吉澤記念美術館 

・画本虫撰   喜多川歌麿 二冊     天明８年（１７８８） 千葉市美術館 

・ 虫
ちゅう

豸
ち

帖
じょう

   増
まし

山
やま

雪
せっ

斎
さい

  四帖のうち「夏」  

江戸時代 １９世紀 東京国立博物館 

・雑画帖    土佐光則  二帖のうち下 江戸時代 １７世紀 東京国立博物館 

・素絢帖
そけんじょう

    伊藤若冲  一帖     明和５年（１７６８） 個人蔵 

・四季花鳥図巻 酒井抱一  二巻のうち上 文化１５年（１８１８）  

東京国立博物館 

・南瓜花群虫図 葛飾北斎  一幅     天保１４年（１８４３）  

すみだ北斎美術館 

 

第六章：これからも見つめ続ける―受け継がれる虫めづる精神― 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 
                                      

明治時代以降も虫たちは頻繁に美術作品のモチーフとなりました。これまでの伝統

に基づきながら、西洋からの影響を受け、新たな息吹を吹き込まれた作品が生み

出されています。また、江戸時代に年中行事として人々の生活に溶け込んだ虫聴、

蛍狩は、明治時代以降より一層広がっていきました。この様子は当時日本を訪れた

小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）などの海外の人々を大いに驚かせたようです。

現代において蛍狩、虫聴はかつてよりは人気が衰えましたが、虫を見つめる手法は

より進化を遂げ、今も絶えず新しい表現が生み出されています。現代に生きる我々の

中にも虫めづる精神が受け継がれている様子を示します。 

縮緬本 Images Japonaises（日本の面影）（部分） 鈴木華邨  

一冊 明治２９年（１８９６）  

千葉市美術館 【全期間展示】 

甜瓜図 土田麦僊  

一幅 昭和６年（１９３１） 

埼玉県立近代美術館【展示期間：８／２３～９／１８】 
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【主な出品作品】 

・甜
てん

瓜
か

図
ず

   土
つち

田
だ

麦
ばく

僊
せん

 一幅 昭和６年（１９３１）  埼玉県立近代美術館 

・縮緬本 Images Japonaises（日本の面影）  

鈴木華邨
す ず き か そ ん

 一冊 明治２９年（１８９６） 千葉市美術館 

・金地百花百虫図屛風   田
た

中
なか

有
ゆう

美
び

 六曲一双 明治２３年（１８９０）頃  

公益財団法人阪急文化財団 逸翁美術館 

・虫の音   鏑木清方 一幅 昭和２２年（１９４７） 鎌倉市鏑木清方記念美術館 

・自
じ

在
ざい

大
おお

蟷
かま

螂
きり

 満田晴穂 一体 令和５年（２０２３）  作家蔵 

 

   

【本展における展覧会関連プログラム】 

◎講演会「虫の江戸文化」 

講師：田中優子 氏（法政大学名誉教授） 

日時：２０２３年８月６日（日）１４時～１５時３０分 

料金：７００円（別途要入館料） 

※当館ウェブサイトよりお申込みください。応募者多数の場合は抽選。 

 

◎夏休み特別イベント「まるごといちにち こどもびじゅつかん！」 

開催日：２０２３年８月１５日（火） 

サントリー美術館が 1 日“こども専用びじゅつかん”に。小・中学生とその

保護者を対象に休館日の美術館を無料開放し、様々なプログラムを実施する

特別イベントを今年の夏も開催します。 

※詳細は６月下旬にお知らせします。 
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「虫めづる日本の人々」展 
 

▼会  期：２０２３年７月２２日（土）～９月１８日（月・祝） 

※作品保護のため、会期中展示替を行います。 

▼主  催：サントリー美術館、朝日新聞社 

▼協  賛：三井不動産、三井住友海上火災保険、竹中工務店、 

サントリーホールディングス 

▼会  場：サントリー美術館 

東京都港区赤坂９－７－４ 東京ミッドタウン ガレリア３階 

交通機関（東京ミッドタウン［六本木］まで） 

都営地下鉄大江戸線六本木駅出口８より直結 

東京メトロ日比谷線六本木駅より地下通路にて直結 

東京メトロ千代田線乃木坂駅出口３より徒歩約３分 

 

【基本情報】 

▼開館時間：１０時～１８時 

※金・土および８月１０日（木）、９月１７日（日）は２０時まで開館 

※いずれも入館は閉館の３０分前まで 

▼休 館 日：火曜日（９月１２日は１８時まで開館） 

▼入 館 料： 

・当 日 券：一般１,５００円、大学・高校生１,０００円、中学生以下無料 

・前 売 券：一般１,３００円、大学・高校生８００円 

※サントリー美術館受付、サントリー美術館公式オンラインチケット、ローソン

チケット、セブンチケットにて取扱 

※前売券の販売は４月２２日（土）から７月２１日（金）まで 

※サントリー美術館受付での販売は開館日のみ 

▼割  引： 

・あとろ割：国立新美術館、森美術館の企画展チケット提示で１００円割引 

※割引適用は一種類まで（他の割引との併用不可） 
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▼呈茶席（お抹茶と季節のお菓子）

日 時：７月２７日（木）、８月３日（木）・１７日（木）・３１日（木）、

９月１４日（木） 

１２時、１３時、１４時、１５時にお点前を実施 

（お点前の時間以外は入室不可） 

会 場：６階茶室「玄鳥庵」 定員：各回１２名／１日４８名 

呈茶券：１,０００円（別途要入館料） 

※呈茶券は当日１０時より３階受付にて販売（予約不可、先着順で販売終了、お一人様

２枚まで）

※詳細および最新情報はウェブサイトをご覧ください。

▼一般お問い合わせ：０３－３４７９－８６００

▼美術館ウェブサイト：https://www.suntory.co.jp/sma/

▽プレスからのお問い合わせ：

サントリー美術館〔学芸〕宮田〔広報〕光田

https://www.suntory.co.jp/sma/info_press/

▽広報画像のお申込み：

「虫めづる日本の人々」展広報事務局（共同ピーアール株式会社内）

〔担当〕安田、伊原 

ＴＥＬ   ：０３－６２６４－２０５９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：mushimeduru-pr@kyodo-pr.co.jp 

以  上 




